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１．対象地域の状況
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○ 九州横断自動車道 延岡線は、熊本県上益城郡
御船町を起点として、宮崎県延岡市に至る計画延長
約95kmの高規格幹線道路である。

対象地域の状況

１．九州横断自動車道 延岡線の概要

計画延長 約 95㎞

事業中延長 29.8㎞

開通済延長 28.5㎞

■九州横断自動車道 延岡線

※R3.2月現在の道路網

えびのＪＣＴ

２

3
※R3.2月現在の道路網

※未供用区間のインターチェンジ名称は仮称

九州横断自動車道 延岡線

延長3.3㎞

宮
崎
県
西
臼
杵
郡

日
之
影
町
大
字
七
折

に

し

う

す

き

ひ

の

か
げ
ち
ょ
う

な
な
お
り

一般国道218号
高千穂雲海橋道路

に

し

う

す

き

た
か

ち

ほ

ち
ょ
う

み

た

い

宮
崎
県
西
臼
杵
郡

高
千
穂
町
大
字
三
田
井



0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27

対象地域 宮崎県 全国

30

20

10

0
1980

（S55）
1995

（H7）
2010

（H22）

2015
（H27）

20
17 14 13

1,152 1,176 1,135 1,104

8 6 4 4

2,000

1,000

２．地域の現状と課題（人口・暮らし）

２．人口・高齢化

資料： H27国勢調査

対象地域の状況

○対象地域（高千穂町、日之影町）には、約１．７万人が居住しているが、減少傾向にある。
○高齢化率は、約４割となっており、全国平均、宮崎県平均を大幅に上回っている。

資料：S60～H27；国勢調査

【人口増減率の状況】

【高齢化率の推移】

【人口の推移】

4資料：H27 国勢調査※ S55とH27の国勢調査結果の比較
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２．地域の現状と課題（人口・暮らし）
３．交通特性

対象地域の状況

○高千穂町と日之影町、五ヶ瀬町との結びつきが強く、移動目的は通勤・通学が約７割から約９割を占める。
○通勤通学時における利用手段の約８割が自動車に依存し、依存度は年々増加傾向にある。

【通勤通学の交通手段】

【現況交通流動】
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■宮崎県

宮崎県熊本県

山都町山都町

熊本市熊本市

五ヶ瀬町五ヶ瀬町
延岡市延岡市

熊本空港

１百台/日１百台/日

１百台/日１百台/日

1百台/日以下

1～5百台/日

5～15百台/日

15～30百台/日

30～45百台/日

大分県

※100台未満は1百台/日とする

【高千穂～日之影、高千穂～五ヶ瀬間の移動目的】

■高千穂～日之影間

■熊本県

■対象区間(高千穂町、日之影町)

資料：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査一般交通量調査

資料：H2～H22；国勢調査

通勤・通学
６７％

通勤・通学
６７％

業務・物流
１９％

業務・物流
１９％

観光・
余暇など
２％

観光・
余暇など
２％

その他
１２％
その他
１２％

日之影町日之影町

高千穂町高千穂町

■高千穂～五ヶ瀬間

通勤・通学
８６％

通勤・通学
８６％

業務・物流
５％

業務・物流
５％

観光・余暇など
４％

観光・余暇など
４％

その他 ５％その他 ５％

資料：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査一般交通量調査



２．地域の現状と課題（観光振興）２．地域の現状と課題（人口・暮らし） 対象地域の状況
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４ ．地域の特色

○沿線地域は、第一次産業の就業比率が高く、全国有数の肉用牛飼育頭数を誇る畜産地域である。

○対象地域には、宮崎県一の観光入込客数を誇る「高千穂峡」など、著名な観光地が広く点在する。

沿線地域における林業生産
シェアは県平均に比べて高い
農業の中でも肉用牛のシェア
が特に高い

資料：R2畜産統計

【肉用牛の飼育頭数】【第一次産業総生産額】

【対象地域周辺の観光地】【部門別就業人口】
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鹿児島 13%

岩手 4%

その他
48%

北海道 20%

第1次産業：約３割 ※第一次産業：農業･林業 第二次産業：製造業 第三次産業：サービス業
※沿線地域：五ヶ瀬町、高千穂町、日之影町 資料： H27国勢調査

宮崎県の肉用牛の
飼育頭数は
全国で上位

熊本 5％

阿蘇くじゅう地域
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出典：宮崎県観光入込客統計調査（高千穂町観光協会）

宮崎県
みやざき

あ そ

高千穂町
観光客数
137万人

： 対象区間
： 事業区間
： 主要な観光地

※ 観光客数は、R1観光入込客数

【高千穂町の宿泊客数と観光入込客数】

高千穂峡

宿泊者数（万人） 観光入込客数（万人）
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熊本地震

【東九州自動車道】
北九州～宮崎間開通

伸び悩み

雲海橋交差点～日之影深角,
小池高山～山都中島西
開通

五ヶ瀬ワイナリー

うのこの滝
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※沿線地域：五ヶ瀬町、高千穂町、日之影町

資料：H29宮崎県市町村民経済計算統計表
H29市町村別農業産出額

林業 8%

水産業
11% 林業

28％

宮崎県 沿線地域

その他作物
1%
工芸

農作物
3%

花き 3%

果実 4%

鶏
19%

肉用牛
18%

果実 3%

野菜 16%

豚
13%

水産業
1%

鶏
13%

野菜 13%

米 6%

肉用牛
28%

約3.5倍

約1.6倍

その他作物
1%

工芸
農作物

2%

花き 2%

米 4%
いも類 2%

乳用牛
2%

資料：農林水産省
「平成30年木材需給報告書」

秋田 9%

大分 7%

熊本 6％
岩手 6%

その他
58%

宮崎 14％

【スギ素材生産量】

宮崎 10％

宮崎県のスギ素材の
生産量は全国で１位

全国3位

全国1位

五ケ瀬ワイナリー



２．一般国道２１８号高千穂雲海橋道路の概要

九州地方整備局
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雲海橋交差点

～日之影深角IC
H30年11月11日開通

うんかいばし

ひ の かげふかすみ

日之影深角IC

～平底交差点
R3年内開通予定

ひらそこ

ひ の かげふかすみ

・H25.10 ：第1回九州地方小委員会；計画段階評価手続き着手
・H27. 3    ：第2回九州地方小委員会
・H30. 2 ：第3回九州地方小委員会

広
域

農
道

10,030台/日

5,775台/日

2,607台/日

1,245台/日

4,764台/日

111台/日

4,159台/日
2,153台/日

のべおか

く
ま
も
と

6,639台/日

【計画概要】

【事業の経緯等】

一般国道２１８号高千穂雲海橋道路の概要

・事 業 名：一般国道２１８号（九州横断自動車道延岡線） 高千穂雲海橋道路

・区 間：宮崎県西臼杵郡高千穂町大字三田井～西臼杵郡日之影町大字七折

・延 長：約3.3km ・車線数：2車線 [自動車専用道路] ・計画交通量：11,000台／日

・全体事業費：約160億円

【事業位置図】

【標準断面図】

・一般部

・トンネル部

たか ち ほ

（単位：ｍ）

みやざき
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高千穂雲海橋道路 延長 3.3㎞
たか ち ほ

高千穂町役場

事業中

五ヶ瀬高千穂道路
ごか せ たか ち ほ
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３．一般国道２１８号高千穂雲海橋道路の
課題と整備効果

九州地方整備局
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１．円滑な移動支援、信頼性の実現

【課 題】
●国道218号は、政府が定める「緊急輸送ルート」に指定されており南海トラフ地震発生時における宮崎県北部、大分県南部

地域の想定被災者数約14万人を支援する重要な路線。
●当該区間は、平面・縦断線形が厳しい箇所が連続するなど走行性が低い上に、死傷事故率が高く（273.2件/億台㌔）、事

故による通行止めなど信頼性が低い状況。

【整備効果】
○現道の線形が厳しい箇所の回避による事故率低減など、災害時等の救急支援活動等における信頼性の高い高速道路

ネットワークを形成。

〔現道課題箇所の回避〕
平面線形が厳しい箇所：【現況】４箇所 → 【整備後】0箇所
縦断線形が厳しい箇所：【現況】２箇所 → 【整備後】0箇所

〔交通事故の削減〕
死傷事故率：【現況】２７３．２件／億台㌔→【整備後】３８．１件／億台㌔

一般国道２１８号高千穂雲海橋道路の課題と整備効果

※ITARDA(H27-H30)データ使用
※整備後の死傷事故率は、人身事故件数算定式（H20.11国土交通省）と現況の

交通量（H27センサス）を用いて算出

■整備前後の死傷事故率
※ITARDA(H27-H30)データ使用

高千穂町
た か ち ほ ちょう

宮崎県
み や ざ き

総合公園前
そうごうこうえんまえ

駅通り
えきどお

尾迫原
お さ こ ば る

一本木
い っ ぽ ん ぎ

馬門
ま か ど

高千穂町

戸ノ鼻

た か ち ほ ち ょ う

と の は な

高千穂雲海橋道路
た か ち ほ う ん か い ば し

高千穂IC
た か ち ほ

・平面線形が厳しい箇所４箇所
・縦断線形が厳しい箇所２箇所

並行現道

：平面線形が厳しい箇所
：縦断線形が厳しい箇所
：信号交差点
：人身事故発生箇所（H28-R2 ）
：物損事故発生箇所（H28-R2）
：事故による通行止め実績（H28-R2）

■現道の交通事故発生状況図

▲事故状況（雲海橋交差点）
至 熊本

至 延岡

0
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100200
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（件／億台キロ）

273.2件/億台㌔ 県平均の5倍

38.1件/億台㌔

宮崎県平均：
55.6件/億台㌔

現況 整備後

雲海橋
うんかいばし
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２．救急搬送の速達性の向上

【課 題】
●五ヶ瀬町から延岡市にある第３次救急医療施設への救急搬送は、高速ネットワークのミッシングリンクにより60分圏域外

（約73分）となっている。
●中山間地域で高次医療サービスが低く、高次医療施設への速達性、アクセス性が課題。

【整備効果】
五ヶ瀬町から県立延岡病院までが６０分圏域内（約５８分）となり救急搬送の速達性が向上。

〔搬送時間の短縮〕
五ヶ瀬町役場⇔県立延岡病院：【現況】73分→【整備後】58分（15分短縮）

一般国道２１８号高千穂雲海橋道路の課題と整備効果

■県立延岡病院までの時間短縮

※整備後は、現在の事業中箇所＋高千穂雲海橋道路（当該路線）が全て開通した状況
※走行時間は、ETC2.0（R1.9～R2.8）を使用

延岡市

県立延岡病院

第三次救急
医療施設

高千穂町

五ヶ瀬町

日之影町

山都町

高千穂雲海橋道路
た か ち ほ う ん か い ば し

熊本県
く ま も と

宮崎県
み や ざ き

のべおか
た か ち ほ

ご か せ

や ま と ちょう
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※整備後は、現在の事業中箇所＋高千穂雲海橋道路
（当該路線）が全て開通した状況

五ヶ瀬町
役場

現況７３分 ⇒ 整備後5８分
（１５分短縮）

ちょう

県立延岡病院が
６０分圏域となり、
速達性が向上

・国道２１８号は、駐車帯がなく、急カーブが連続して
いるため非常に見通しが悪く、追い抜きに時間がか
かり搬送に遅延が生じる。

・道路が整備されると走りやすくなり傷病者を安定して
搬送できる。

・観光シーズンや平日朝、夕の渋滞で搬送時間が読
めないが、道路が整備されると安定した搬送等の効
果があると考えている。

（西臼杵広域行政事務組合 消防本部 R2.6.25）

■ヒアリング結果

高千穂町、五ヶ瀬町の
６０分圏域人口が拡大
現況:1.0万人
⇒整備後:1.4万人
（0.5万人増）

：県立延岡病院からの60分圏域（現況）
：県立延岡病院からの60分圏域（整備後）
：県立延岡病院からの60分圏域外（整備後）



資料：平成29年度宮崎県の市町村民経済計算統計表
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３．物流阻害を回避するためのリダンダンシーの確保

【課 題】
●宮崎県は全国4位、当該地域は県内3位の木材生産地であり、細島港等から全国へ出荷。木材運搬用大型車等の通行

により、既設橋梁などへの負荷が著しい状況。
●雲海橋は建設後50年におよぶことから、大規模災害には通行止めリスクが高く、代替路もないことから広域迂回が発生す

るなど、物流ネットワークが課題。

【整備効果】

○大規模災害による被災時等の国道218号雲海橋のリダンダンシーを確保。

〔代替路の確保〕
細島港までの迂回距離：【迂回時】L=202km(234分)→【整備後】L=62km(62分)

12

一般国道２１８号高千穂雲海橋道路の課題と整備効果

■全国と宮崎県内の林業総生産額 ■大規模災害時の迂回ルート

細島港

高千穂町
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高千穂雲海橋道路
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構築により
リダンダンシー確保

L=62km（62分）
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４．費用便益分析結果

九州地方整備局
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費用便益分析結果

便 益 Ｂ／Ｃ

走行時間短縮便益 125億円

150億円走行経費減少便益 15億円

交通事故減少便益 9.9億円

事 業 費

事業費
146億円

（113億円）

175億円
（121億円）

維持管理費
29億円

（8.3億円）

150億円
1.2＝

121億円

[ ]書き上段：現在価値化後の便益
下段：現在価値化後のコスト

※嘉島ＪＣＴ～延岡ＪＣＴを対象とした場合

合 計

合 計

1,526億円
1.7＝

891億円※

上段：単純合計
下段：現在価値化後



５．とりまとめ

九州地方整備局
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・雲海橋は建設後50年におよぶことから、大規模

災害には通行止めリスクが高く、代替路もないこ

とから広域迂回が発生するなど、物流ネットワー

クが課題。［図７］
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②第３次救急医療施設への低いアクセス性

・起終点：宮崎県西臼杵郡高千穂町大字三田井～西臼杵郡日之影町大字七折

・延長等：3.3km（第1種第3級、2車線、設計速度80㎞/h）

・全体事業費：

約160億円

・計画交通量：

約11,000台／日

乗用車 小型貨物 普通貨物

約5,200台/日 約2,600台/日 約3,200台/日

・五ヶ瀬町から延岡市にある第３次救急医療施設への

救急搬送は、高速ネットワークのミッシングリンクにより

60分圏域外（約73分）となっている。［図５］

・中山間地域で高次医療サービスが低く、高次医療施

設への速達性、アクセス性が課題。

宮崎県

熊本県

１．事業概要
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嘉島JCT

益城熊本
空港IC
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凡 例

：開通済区間

：事業区間

：調査中区間

：対象区間

図２ 事業位置図
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３．整備効果
効果１ 円滑な移動支援、信頼性の実現 [◎]
・現道の線形が厳しい箇所の回避による事故率低減など、災害時等の救急支援活動等に
おける信頼性の高い高速道路ネットワークを形成。 ［図３，図４］

(

仮)

五
ヶ
瀬
東
IC

山
都
中
島
西
IC

み た い

延岡JCT・IC

平
底

嘉島JCT～矢部
23.0km

9.2km
高千穂日之影道路

5.1km

北方延岡道路

13.1km

み や ざ き

くま もと

か しま

み ふね

ま し き くま もと

か しま や べ

お
い
け

た
か
や
ま

う
え

の

よ
し

む

た

や
ま
と

な
か
し
ま

に
し

き
た

な
か
し
ま

や

べ

ご

か

せ

ひ
が
し

(

仮)

五
ヶ
瀬
西
IC

ご

か

せ

に

し

ひ

の

か
げ

ふ
か

す
み

ひ
ら

そ
こ

く
ら

た

きた かた のべ おか

き
た
か
た

ま
い

の

のべ おか

た か ち ほ

たか ち ほ ひ の かげ

う ん か い ば し

に し う す きた か ち ほ ちょう

うんかいばし

西
臼
杵
郡
高
千
穂
町

に
し

う

す

き

宮
崎
県

大
字
三
田
井

み

た

い

み
や
ざ
き

た
か
ち
ほ
ち
ょ
う

(

仮)

蘇
陽
IC

そ

よ

う

7.9km
蘇陽五ヶ瀬道路
そ よ う ご か せ

①事故などの課題が多く走行性、安全性が低い現道

２．課題

死傷事故率：【現況】２７３．２件／億台㌔→【整備後】３８．１件／億台㌔〔交通事故の削減〕

・現道の課題箇所や事故多発箇所を回避し、災害時の支援道路として信頼性の高い高速ネットワークを確保
・五ヶ瀬町から第３次救急医療施設までの速達性が向上し、救急医療活動を支援
・現道の老朽橋による通行止めリスクを回避し、地域産業を支える木材の安定的な輸送のための代替路を確保

平面線形が厳しい箇所：【現況】４箇所→【整備後】０箇所
縦断線形が厳しい箇所：【現況】２箇所→【整備後】０箇所

〔現道課題箇所の回避〕

・国道218号は、政府が定める「緊急輸送ルート」に指定されており南海トラ

フ地震発生時における宮崎県北部、大分県南部地域の想定被災者数約

14万人を支援する重要な路線。

※ITARDA(H27-H30)データ使用 ※整備後の死傷事故率は、人身事故件数算定式（H20.11国土交通省）現況の交通量（H27センサス）を用いて算出
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〔搬送時間の短縮〕 五ヶ瀬町役場⇔県立延岡病院：【現況】73分→【整備後】58分（15分短縮）

効果２ 救急搬送の速達性の向上[◎]

・五ヶ瀬町から県立延岡病院までが６０分圏域内（約５８分）となり救急搬送の速達性が

向上。 [図５] 

の べお かご か せ

ご か せ のべおか

県内３位
全国４位

・当該区間は、平面・縦断

線形が厳しい箇所 が連

続するなど走行性が低い

上に、死傷事故率が高く

（273.2件/億台㌔）、事故

による通行止めなど信頼

性が低い状況。

［図３，図４］
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※整備後は、現在の事業中箇所＋高千穂雲海橋道路
（当該路線）が全て開通した状況

図５ 県立延岡病院までの時間短縮

県立延岡病院が
６０分圏域となり、
速達性が向上

五ヶ瀬町
役場

現況７３分 ⇒ 整備後5８分
（１５分短縮）

※走行時間は、ETC2.0（R1.9～R2.8）を使用※整備後は、現在の事業中箇所＋高千穂雲海橋道路（当該路線）が全て開通した状況

B/C EIRR※1 総費用 総便益

1.7
（1.2）

8.3%
（5.2%）

891億円
（121億円）

1,526億円
（150億円）

改善
ペア数

脆弱度
（防災機能ランク）

累積脆弱度
の変化量

改善度
評価

整備前 整備後 通常時 災害時

25
（18）

0.55
〔C〕

（0.29）
〔B〕

0.21
〔B〕

（0.28）
〔B〕

▲322.7

（▲58.7）

0.21

（0.01）

0.45

（0.01）
◎

注）上段の値は嘉島JCT～延岡JCT・ICを対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象とした場合の費用便益分析結果
※1：EIRR：経済的内部収益率 ※2：基準年(R2年)における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：4%）

注）上段の値は嘉島JCT～延岡JCT・ICを対象とした場合、下段( )書きの値は事業化区間を対象とした場合の防災機能評価結果
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■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

■道路ネットワークの防災機能評価結果
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図３ 現道の交通事故発生状況図

③現道の通行止めリスクが高く、広域的な迂回が発生

図７ 大規模災害時の迂回ルート

効果３ 物流阻害を回避するためのリダンダンシーの確保[◎]

・大規模災害による被災時等の国道218号雲海橋のリダンダンシーを確保。
う ん か い ば し

細島港までの迂回距離：【迂回時】L=202km(234分)→【整備後】L=62km(62分)〔代替路の確保〕
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図６ 全国と宮崎県内の林業総生産額
資料：平成29年度宮崎県の

市町村民経済計算統計表
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資料：平成30年林業算出額
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・宮崎県は全国4位、当該地域は県内3位の木材生

産地であり、細島港等から全国へ出荷。木材運

搬用大型車等の通行により、既設橋梁などへの

負荷が著しい状況。 ［図６］
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図４ 整備前後の死傷事故率
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図８ 整備後の防災機能ランク

：県立延岡病院からの60分圏域（現況）
：県立延岡病院からの60分圏域（整備後）
：県立延岡病院からの60分圏域外（整備後）
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そよう たかちほ
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熊本赤十字病院

高千穂町
たか ち ほ ちょう

県立延岡病院

熊本県

宮崎県

⑤地域産業への支障
○高千穂町などの沿線地域は、全国有数の肉用

牛飼育地域であるが、急カーブ・急勾配での

輸送を強いられているため、品質低下を招く

などの課題が発生。

延岡市

宮崎市

日向市

八代市

福岡市

北九州市

別府市

大分市

【小倉】
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【久留米】
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【小郡】

【湯布院】
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【北熊本】

【川内】

【健軍】

【国分】

【都城】

【えびの】

熊本市

諸塚村
椎葉村

210

3

3

3

10

10

10

佐伯市

約264km

救援ﾙｰﾄ間隔は

約50km/1本

西都市

日南市

九州横断自動車道延岡線（蘇陽～高千穂）における計画段階評価

１．九州中央地域の課題 ２．原因分析

３．政策目標
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図2 第３次救急医療施設からの60分到達圏

①災害時にも機能する信頼性の高いネットワークの確保
②熊本市・延岡市の第３次救急医療施設への速達性・走行性の向上
③熊本市・延岡市への移動の速達性・安全性の向上による雇用・定住の促進
④歴史・文化的資源を活かした回遊性の向上による広域的な観光振興の支援
⑤走行性、速達性向上による産業活動の支援

図1 九州の横断軸の状況

図5 国道218号の道路状況

そ よう たか ち ほ

④観光拠点への低い速達性
○沿線地域には、宮崎一の観光客数を誇る高千

穂など、歴史・文化等の多彩で魅力ある観光

地が多数存在。（図４）

○近隣には九州一の観光客数を誇る阿蘇くじゅ

う地域が存在し、周遊性の向上が課題。

①限られた横断軸の緊急輸送路が脆弱
○宮崎県沿岸地域は、南海トラフ地震等により

甚大な被害を受ける可能性が高い。

○一方で、横断軸となる高速道や国道の本数は少

なく、救援ルートは限られている状況。(図１)

○これらの道路においては、これまでも災害

による通行止めが発生するなど、道路ネット

ワークとして脆弱。

②熊本～延岡間の走行性・速達性が確保されていない
○当該区間の現道は、九州横断道延岡線の未事業化区間の中でも平面線形及び縦断勾配の

厳しい箇所が最も集中して存在し、救急患者の安静搬送や、地域産業である肉用牛の輸

送に影響し、品質保持の確保が困難。

○また、熊本市～延岡市間の高速ネット

ワークの整備率が低いため、速達性の

確保が困難で、救急患者の迅速な搬送

や、定住促進による地域活性化、高千

穂地域と阿蘇くじゅう地域などが連携

した広域的な周遊性観光の支援が困難。

R218旧蘇陽町大野
（H17.9）

線形不良箇所

1

2

21

久慈市

いわき市勿来

救援ﾙｰﾄ間隔は

約35km/1本

45

6

約515km

15ﾙｰﾄ

宮城県

福島県

岩手県

4

救援ﾙｰﾄ

東北沿岸地域
（東日本大震災時）

高速道路

一般国道
陸上自衛隊駐屯地

：第3次医療施設

：第2次医療施設
（沿線の緊急病院）

：第3次医療施設までの
60分到達圏

九州中央地域は、60分以
内に第３次救急医療施設
に到達できない状況。

②高次医療サービス水準に格差
○山都町、五ヶ瀬町、高千穂町においては、熊

本市・延岡市の第３次医療施設へ60分以内に

到達できない地域が存在。（図２）

○管外搬送件数が年々増加傾向にあるなか、搬

送ルートとなる国道218号には急カーブ、急勾

配の区間が多数存在し、救急搬送時の患者へ

の負担が大きい状況。（図３）

山都町
やま と ちょう 五ヶ瀬町

ご か せ ちょう

▲H28熊本地震による被災（写真①） ▲冬季の積雪・凍結状況（写真②）

山都町
高千穂町役場

山都町役場
蘇陽支所

写真①

・防災点検要対策箇所７箇所

・平面線形が厳しい箇所４７箇所

・チェーン規制４３回/10年

写真②

五ヶ瀬町

高千穂町熊本県

宮崎県

ご か せ ちょう

た か ち ほ ちょう

や ま と ちょう

並行現道

①被災リスクが高い現道
○当該区間の現道は、九州横断道延岡線の未事業化区間の中でも防災点検要対策箇所が最も

集中して存在。

○そのため、自然災害による通行止め（過去１０年で、全面通行止め１回、片側通行止め２回（写

真①）や、冬季のチェーン規制（写真②）が４３回発生するなど、災害に対し非常に脆弱。（図５）

③定住促進への支障
○宮崎県北地域は、人口減少の進展や、高齢

者の割合が高いなど、定住・自立による地

域活性化が課題。

図3 管外搬送件数（高千穂町、五ヶ瀬町の合計）

（件）
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0
蘇陽～高千穂の並行現道(R218)
急カーブ:47箇所、急勾配:40箇所

国道218号
至 熊本

H28熊本地震により被災(落石)
片側通行止め

H23.9.20(冠水)6.5h
片側通行止め

国道218号
至 延岡

馬見原 五ヶ瀬市街地

津花TN

（熊本県） （宮崎県）

縦断勾配が厳しい箇所（i＞5%）

図4 高千穂地域や阿蘇くじゅう地域などの
広域周遊観光

独立行政法人国立病院
機構熊本医療センター

五ヶ瀬町役場

高千穂町

宮崎県

熊本県

山都町

熊本市

阿蘇ファームランド
332万人

阿蘇くじゅう地域
1,586万人

通潤橋
20万人

高千穂峡
162万人

五ヶ瀬
ワイナリー
3万人

矢部

高千穂峡

通潤橋
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そ よう たか ち ほ

案Ａ、案Ｂの標準断面図 案Ｃの標準断面図

４．対策案の検討

図6 蘇陽～高千穂における対策案検討

：【案Ａ】集落へのアクセス性と高速性、定時性を確保した案 （別線整備：V＝80㎞/h）

：【案Ｂ】最短で拠点間を結び高速性、定時性を確保した案 （別線整備：V＝80㎞/h）

：【案Ｃ】沿道からの利用のしやすさに配慮し、全線において既存の現道を改良し活用する案（現道改良：V＝60㎞/h）

： 行政界

至

熊
本
市

至

延
岡
市

【案Ａ】別線整備案（南ルート）

【案Ｃ 現道改良案】

【案Ｂ】別線整備案（北ルート）

深角IC
(仮称)

至 阿蘇市
至 阿蘇山

至 高森町
至 阿蘇山

至 五ヶ瀬ハイランドスキー場
至 椎葉村

至 諸塚村

評 価 項 目 【案Ａ】 別線整備案（南ルート） 【案B】 別線整備案（北ルート） 【案C】 現道改良案

ルートの趣旨 集落へのアクセス性と高速性、定時性を確保したルート 最短で拠点間を結び高速性、定時性を確保したルート 沿道からの利用のしやすさに配慮し、全線において既存の現道を改良し活用するルート

指 標 延長 約２２㎞ 自動車専用道路タイプ(設計速度：８０km/h） 延長 約２１㎞ 自動車専用道路タイプ(設計速度：８０km/h） 延長 約２６㎞ 一般道路タイプ(設計速度：６０km/h）

政

策

目

標

防災 災害時の代替路機能 ○ ・別線整備により代替路が確保される ○ ・別線整備により代替路が確保される × ・現道利用のため代替路が確保されない

医療

第3次医療施設までの搬送時間 ○ ・熊本や延岡の救急医療施設までの搬送時間の短縮が見込まれる △
・熊本や延岡の救急医療施設までの搬送時間の短縮が見込まれるが、短縮時間は案Ａより
小さい

△
・熊本や延岡の救急医療施設までの搬送時間の短縮が見込まれるが、短縮時間は案Ａより小
さい

第3次医療施設までの走行性 ○ ・現道の線形不良箇所を回避するため、走行性が向上し、患者への負担軽減が見込まれる ○ ・現道の線形不良箇所を回避するため、走行性が向上し、患者への負担軽減が見込まれる △
・現道の線形不良箇所を改良するため、走行性が向上し、患者への負担軽減が見込まれるが、
交差点が存在するため案A、案Bより小さい

雇用
・

定住

生活拠点から市街地までの移動時間 ○ ・生活拠点から市街地までの移動時間の短縮が見込まれる △ ・生活拠点から市街地までの移動時間の短縮が見込まれるが、短縮時間は案Ａより小さい △ ・生活拠点から市街地までの移動時間の短縮が見込まれるが、短縮時間は案Ａより小さい

生活拠点から市街地までの安全性 ○
・現道の線形不良箇所や防災点検要対策箇所を回避するため、走行性、安全性向上が見込
まれる

○
・現道の線形不良箇所や防災点検要対策箇所を回避するため、走行性、安全性向上が見込
まれる

△
・現道の線形不良箇所や防災点検要対策箇所を改良するため、走行性、安全性向上が見込ま
れるが、交差点が存在するため案A、案Bより小さい

観光 観光地間の移動時間 △ ・阿蘇～高千穂～五ヶ瀬間の移動時間の短縮が見込まれるが、短縮時間は案Ｂより小さい ○ ・阿蘇～高千穂～五ヶ瀬間の移動時間の短縮が見込まれる △ ・阿蘇～高千穂～五ヶ瀬間の移動時間の短縮が見込まれるが、短縮時間は案Ｂより小さい

産業
産業拠点間の走行性 ○ ・現道の線形不良箇所などを回避するため、走行性の向上が見込まれる ○ ・現道の線形不良箇所などを回避するため、走行性の向上が見込まれる △

・現道の線形不良箇所などを改良するため、走行性の向上が見込まれるが、交差点が存在す
るため案A、案Bより小さい

産業拠点間の移動時間 ○ ・熊本や延岡の産業拠点までの移動時間の短縮が見込まれる △ ・熊本や延岡の産業拠点までの移動時間の短縮が見込まれるが、短縮時間は案Ａより小さい △ ・熊本や延岡の産業拠点までの移動時間の短縮が見込まれるが、短縮時間は案Ａより小さい

道
路
整
備
に
よ
る
影
響

生活
環境

大気質・騒音等 △
・集落・市街地に近接した箇所を一部通過するため、案Ｂより生活環境に影響を与える可能
性が大きい

○ ・集落・市街地を概ね回避するため、生活環境に影響を与える可能性は小さい × ・集落・市街地に近接・通過するため、案Ａより生活環境に影響を与える可能性が大きい

自然
環境

動物の生息地や植物の生育地等 △ ・動植物の生息地付近を一部通過するため、案Ｃに比べて影響を与える可能性がある △ ・動植物の生息地付近を一部通過するため、案Ｃに比べて影響を与える可能性がある ○ ・動植物の生息地付近を概ね回避するため、影響を与える可能性は小さい

移転が必要となる家屋等の数 △ ・集落・市街地に近接した箇所を一部通過するため、案Ｂより影響が大きい ○ ・集落・市街地を概ね回避するため、影響は小さい × ・集落・市街地に近接・通過するため、案Ａより影響が大きい

沿道からの利用 △
・インターチェンジ限定のため、案Cよりアクセス性は低いが、主要集落を通過するため案Bよ
りは高い

× ・インターチェンジ限定であり、かつ主要な集落からも離れているため、アクセス性は最も低い ○ ・一般道路のためどこからでもアクセス可能

発現の時期 △ ・インターチェンジ間の部分開通は可能 △ ・インターチェンジ間の部分開通は可能 ○ ・現道を改良するため、開通したところから効果発現が見込める

整備に要する費用 △ 約９００～９５０億円 × 約９５０～1,０００億円 ○ 約８００～８５０億円

事業中

一般国道

主要地方道

一般県道

町役場

消防署

病院

観光施設

産業施設

線形不良箇所（R<150m）

縦断線形不良箇所（i>5％)

小学校

中学校

高校

自然公園第1、2種特別地域

防災点検要対策箇所

（単位：m） （単位：m）

[計画概要]

・路 線 名：九州横断自動車道延岡線（蘇陽～高千穂）
・区 間：熊本県上益城郡山都町～宮崎県西臼杵郡高千穂町
・概略延長：約２２ｋｍ ・車 線 数：２車線
・種級区分：第１種第３級 ・設計速度：８０ｋｍ／ｈ
・概ねのルート：図６案Ａのとおり

(参考)当該事業の経緯等
地元調整の状況等
・H25.10 ：第1回九州地方小委員会；計画段階評価手続き着手
・H25.11～12：第1回意見聴取（地域の課題と政策目標(案)）
・H27. 3 ：第2回九州地方小委員会
・H29. 2～ 3：第2回意見聴取（対応方針(複数案)の検討に際し重視する項目）
・H30. 2 ：第3回九州地方小委員会

計画段階評価後の状況
・H30.4 ：五ヶ瀬高千穂道路（L=9.2km）が新規事業化
・R2. 4 ：蘇陽五ヶ瀬道路（L=7.9km）が新規事業化

地域の要望等
・R 2. 1：宮崎県知事が早期事業化を要望
・R 2. 2：九州中央自動車道建設促進期成会が早期事業化を要望
・R 2．6：宮崎県知事が早期事業化を要望
・R 2. 7：九州中央自動車道建設促進期成会が早期事業化を要望
・R 2. 8：東九州軸地方都市圏連携推進協議会が早期事業化を要望
・R 2. 9：大分県知事、熊本県知事、宮崎県知事が早期事業化を要望
・R 2.10：宮崎県知事、九州中央自動車道建設促進協議会、九州中央自動車道建設促進

期成会が早期事業化を要望
・R 3. 1：九州中央自動車道建設促進期成会が早期事業化を要望
・R 3. 2：宮崎県知事、高千穂町長が早期事業化を要望

対応方針(案)：【案Ａ】別線整備案（南ルート）による対策が妥当


